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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第９期
第３四半期
累計期間

第10期
第３四半期
累計期間

第９期
第３四半期
会計期間

第10期
第３四半期
会計期間

第９期

会計期間

自平成21年
４月１日
至平成21年
12月31日

自平成22年
４月１日
至平成22年
12月31日

自平成21年
10月１日
至平成21年
12月31日

自平成22年
10月１日
至平成22年
12月31日

自平成21年
４月１日
至平成22年
３月31日

売上高（千円） 3,706,5473,900,6551,255,7771,473,5015,159,365

経常利益（千円） 104,251 154,673 45,790 74,395 218,358

四半期（当期）純利益（千円） 41,121 62,396 76,669 37,275 97,361

持分法を適用した場合の投資利益

（千円）
－ － － － －

資本金（千円） － － 786,018 792,102 786,183

発行済株式総数（株） － － 25,789 26,084 25,797

純資産額（千円） － － 4,489,7604,555,7864,546,330

総資産額（千円） － － 4,855,2445,044,0935,119,513

１株当たり純資産額（円） － － 174,095.94174,658.26176,234.84

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
1,601.682,404.592,972.941,429.073,787.95

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
1,581.052,393.892,943.04 － 3,742.09

１株当たり配当額（円） 500 1,000 － － 2,000

自己資本比率（％） － － 92.5 90.3 88.8

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
40,239 72,482 － － 228,169

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△57,773△146,728 － － △80,485

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△54,866 △54,272 － － △54,889

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ － 3,485,1843,518,8083,650,038

従業員数（人） － － 340 363 342

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、当社は関連会社がないため記載しておりません。

４．第10期第３四半期会計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しな

いため記載しておりません。
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２【事業の内容】

当第３四半期会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な変

更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

３【関係会社の状況】

当第３四半期会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

なお、親会社である株式会社ＣＳＫホールディングスは、平成22年10月１日付で、同社の子会社である株式会社ＣＳ

Ｋ－ＩＴマネジメント及び株式会社ＣＳＫシステムズを吸収合併し、社名を株式会社ＣＳＫに変更しております。

４【従業員の状況】

提出会社の状況

　 平成22年12月31日現在

従業員数（人） 363  

（注）従業員数は就業人員（社外から当社への出向者を含む。）であります。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

（1）生産実績

当社の提供している事業はシステム検証サービス業でありますので、事業上の特性から生産実績を示すことは

困難であるため記載しておりません。

（2）受注実績

当第３四半期会計期間の受注実績を事業の部門別に示すと、次のとおりであります。

事業部門別 受注高（千円）　
 

 受注残高（千円）
　

 前年同期比（％） 前年同期比（％）

開発支援検証サービス 1,229,715 18.7 　　793,666 △8.2

認定支援サービス 　　　　2,987 △87.9 　　　　3,980 △81.7

検証情報サービス 　　　　14,086 △33.2 　　　　8,135 △56.4

製品検証サービス計 　　1,246,790 15.2 　　805,781 △10.9

セキュリティ検証サービス 　　　　4,400 11.2 　　　　2,400 △61.5

その他のサービス 　　　　14,516 △66.3 　　　　16,629 △59.9

合　計 　　1,265,706 12.1 　　824,810 △13.4

（注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

（3）販売実績

当第３四半期会計期間の販売実績を事業の部門別に示すと、次のとおりであります。

事業部門別 販売高（千円）
 

 前年同期比（％）

開発支援検証サービス 1,417,251 19.5

認定支援サービス 　　　　6,072 △50.9

検証情報サービス 　　　　22,420 △4.9

製品検証サービス計 　　1,445,745 18.3

セキュリティ検証サービス 　　　　7,867 △5.3

その他のサービス 　　　　19,889 △22.5

合　計 　　1,473,501 17.3

（注）１．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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２．前第３四半期会計期間及び当第３四半期会計期間の主要な販売先別の販売実績及び当該販売実績の総販売

実績に対する割合は次のとおりであります。

相手先

前第３四半期会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

金額（千円） 割合（％） 金額（千円） 割合（％）

ソニー株式会社 236,821 18.9 273,555 18.6

株式会社デンソー（注３） － － 243,949 16.6

パイオニア株式会社 194,854 15.5 219,894 14.9

３．前第３四半期会計期間における販売実績につきましては、総販売実績に対する当該割合が100分の10未満で

あったため記載を省略しております。

２【事業等のリスク】

当第３四半期会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

３【経営上の重要な契約等】

当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社が判断したものであります。

（1）業績の状況

当第３四半期会計期間（平成22年10月１日～平成22年12月31日）のわが国経済は、新興国向けの輸出増や政府の

景気刺激策により生産の回復基調が続くものの、新興国の需要増による資源高や為替水準が円高基調で推移するな

ど、企業収益に悪影響を与えています。

また、設備投資は成長著しい新興国向けの輸出が伸びているのを受け、一部で前向きな動きが出ているものの、新

たな設備投資には慎重な姿勢をとっております。また大卒就職内定率は過去最低を記録しており雇用環境は依然厳

しく、景況感は踊り場にあります。

当社を取り巻く環境といたしましては、当社主力顧客である製造業の景況感には新興国向けでは回復の兆しが一

部に見えるものの、新たな製品開発を本格的にすすめるのに慎重な姿勢をとっております。

一方、日本の強みであるものづくりが、急速な新興国の追い上げにより優位性が揺ぐとともに、高機能性・多機能

性が求められ、ソフトウエアの重要性と品質には、より一層注力されています。

検証対象製品を分野別に見てみますと、携帯電話分野では、スマートフォンなどの新しい流れが起こっておりま

すが、買い替えサイクルの長期化で日本国内の携帯電話販売は厳しい環境にあります。ＩＴＳ関連分野においては、

低迷した自動車販売にエコカー補助金などの政策が後押しし、回復途上にあります。また、家電分野においても、地

上波デジタル放送への対応とともに、エコポイント制度への駆け込み需要が増加し、薄型テレビを中心とした買い

替え需要を喚起しており、新興国需要とともに下げ止まりをみせております。さらには、デフレ傾向で推移している

国内における消費者動向は厳しさを増しており、当社主力顧客のいずれの分野も開発から生産、販売に至る製品サ

イクルの最適化、コスト低減は急務となっております。

このような中、当社では、政府の景気刺激策で好調に推移した自動車、デジタル家電やスマートフォンの急速な普

及途上にあるモバイル通信などの分野にサービスを展開しており、年末の需要増を前に検証業務が増加し堅調に推

移いたしました。

販売費及び一般管理費においては、期中に採用した技術者が本格的にサービス提供を行う段階になっておりま

す。またイベント等の出展を絞りこんだものの、技術者全般に対する技術教育などについては引き続き注力してお

り、その結果、販売費及び一般管理費は増加いたしました。

以上のような事業活動の結果、当第３四半期会計期間における売上高は1,473,501千円（前年同期比17.3％増）、

営業利益は74,330千円（同69.6％増）、経常利益は74,395千円（同62.5％増）となり、四半期純利益は、37,275千円

（同51.4％減）となりました。
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（2）キャッシュ・フローの状況

当第３四半期会計期間末における現金及び現金同等物の残高は、前事業年度末に比べて131,230千円減少し、

3,518,808千円となりました。

当第３四半期会計期間における各キャッシュ・フローの状況は、以下のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第３四半期会計期間の営業活動によるキャッシュ・フローは、20,395千円の減少（前年同四半期に比べ40,826

千円の増加）となりました。これは主に税引前四半期純利益（74,395千円）により増加したものの、引当金（8,099

千円）及び法人税等の支払（75,837千円）により減少したことによるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第３四半期会計期間の投資活動によるキャッシュ・フローは、16,593千円の減少（前年同四半期に比べ25,341

千円の減少）となりました。これは主に有形固定資産の取得（4,535千円）及び無形固定資産の取得（13,516千

円）により減少したことによるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第３四半期会計期間の財務活動によるキャッシュ・フローは、26,369千円の減少（前年同四半期に比べ12,940

千円の減少）となりました。これは主に配当金の支払（26,016千円）により減少したことによるものです。

（3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期会計期間において、当社が対処すべき課題に重要な変更はありません。

（4）研究開発活動

当第３四半期会計期間における研究開発費は、5,925千円であります。

なお、当第３四半期会計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

当第３四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

(2）設備の新設、除却等の計画

当第３四半期会計期間において、前四半期会計期間末において計画中であった重要な設備の新設、除却等につい

て、重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありませ

ん。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 64,000

計 64,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）

（平成22年12月31日）

提出日現在発行数
（株）

（平成23年２月４日）

上場金融商品取引所名又は登
録認可金融商品取引業協会名

内容

普通株式 26,084 26,084
東京証券取引所

（市場第一部）

当社は単元株制度は採

用しておりません。

計 26,084 26,084 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成22年10月１日～

平成22年12月31日
－ 26,084 － 792,102 － 775,852

（６）【大株主の状況】

大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりま

せん。
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（７）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成22年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

①【発行済株式】

 平成22年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　　26,084 26,084 －

単元未満株式 － － －

発行済株式総数 26,084 － －

総株主の議決権 － 26,084 －

②【自己株式等】

 平成22年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

－ － － － － －

計 － － － － －
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２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成22年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高（円） 218,000189,600184,500170,000153,000137,200126,000129,900139,000

最低（円） 185,000160,600161,400153,000123,000116,30097,500119,000115,300

（注）最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

３【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号。以下「四半期財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

なお、前第３四半期会計期間（平成21年10月１日から平成21年12月31日まで）及び前第３四半期累計期間（平成21

年４月１日から平成21年12月31日まで）は、改正前の四半期財務諸表等規則に基づき、当第３四半期会計期間（平成

22年10月１日から平成22年12月31日まで）及び当第３四半期累計期間（平成22年４月１日から平成22年12月31日ま

で）は、改正後の四半期財務諸表等規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期会計期間（平成21年10月１日から平成21

年12月31日まで）及び前第３四半期累計期間（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）に係る四半期財務諸

表並びに当第３四半期会計期間（平成22年10月１日から平成22年12月31日まで）及び当第３四半期累計期間（平成

22年４月１日から平成22年12月31日まで）に係る四半期財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レ

ビューを受けております。

３．四半期連結財務諸表について

四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則（平成19年内閣府令第64号）第５条第２項により、当

社では、子会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目から見て、当企業集団の財政状

態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を妨げない程度に重要性が乏しいものとして、四

半期連結財務諸表は作成しておりません。

なお、資産基準、売上高基準、利益基準及び利益剰余金基準による割合は次のとおりであります。

資産基準　　　　　0.8％

売上高基準　　　　0.1％

利益基準　　　　　2.0％

利益剰余金基準　　0.0％
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期会計期間末
(平成22年12月31日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,518,808 3,650,038

売掛金 848,346 883,946

仕掛品 8,772 8,332

前払費用 56,862 43,817

繰延税金資産 61,062 113,074

その他 63,995 18,118

流動資産合計 4,557,847 4,717,328

固定資産

有形固定資産 ※
 84,987

※
 97,292

無形固定資産 117,836 100,569

投資その他の資産

前払年金費用 5,177 10,492

投資有価証券 35,000 －

関係会社出資金 53,209 －

繰延税金資産 7,917 3,838

敷金及び保証金 180,218 187,956

その他 1,899 2,035

投資その他の資産合計 283,421 204,323

固定資産合計 486,245 402,185

資産合計 5,044,093 5,119,513

負債の部

流動負債

買掛金 168,450 172,605

未払金 7,239 14,387

未払費用 110,077 99,760

未払法人税等 － 40,085

未払消費税等 27,073 8,373

預り金 51,379 12,150

賞与引当金 118,000 220,000

その他 2,885 2,385

流動負債合計 485,106 569,748

固定負債

役員退職慰労引当金 3,200 3,200

その他 － 235

固定負債合計 3,200 3,435

負債合計 488,306 573,183

純資産の部

株主資本

資本金 792,102 786,183

資本剰余金 775,852 769,933

利益剰余金 2,987,831 2,990,213

株主資本合計 4,555,786 4,546,330

純資産合計 4,555,786 4,546,330

負債純資産合計 5,044,093 5,119,513
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（２）【四半期損益計算書】
【第３四半期累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

売上高 3,706,547 3,900,655

売上原価 2,657,646 2,759,488

売上総利益 1,048,900 1,141,167

販売費及び一般管理費

役員報酬 73,108 78,672

従業員給料及び賞与 345,790 340,871

法定福利費 28,630 38,349

賞与引当金繰入額 23,324 28,770

退職給付費用 19,299 23,306

業務委託費 48,958 41,112

顧問料 46,876 46,633

支払手数料 20,811 19,278

旅費及び交通費 19,433 24,274

消耗品費 5,407 5,010

地代家賃 99,663 103,379

減価償却費 38,623 41,493

その他 185,621 212,069

販売費及び一般管理費合計 955,548 1,003,223

営業利益 93,352 137,944

営業外収益

受取利息 13,475 2,143

助成金収入 － 17,152

その他 1,725 718

営業外収益合計 15,201 20,015

営業外費用

為替差損 2,751 2,875

雑損失 1,551 411

営業外費用合計 4,303 3,286

経常利益 104,251 154,673

特別損失

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 6,114

特別損失合計 － 6,114

税引前四半期純利益 104,251 148,558

法人税、住民税及び事業税 21,762 38,229

法人税等調整額 41,366 47,933

法人税等合計 63,129 86,162

四半期純利益 41,121 62,396
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【第３四半期会計期間】
（単位：千円）

前第３四半期会計期間
(自　平成21年10月１日
　至　平成21年12月31日)

当第３四半期会計期間
(自　平成22年10月１日
　至　平成22年12月31日)

売上高 1,255,777 1,473,501

売上原価 933,036 1,058,722

売上総利益 322,741 414,779

販売費及び一般管理費

役員報酬 21,053 26,820

従業員給料及び賞与 88,432 105,312

法定福利費 487 14,294

賞与引当金繰入額 23,324 28,770

退職給付費用 5,981 6,672

業務委託費 14,362 12,493

顧問料 15,101 12,703

支払手数料 4,798 4,750

旅費及び交通費 5,922 10,288

消耗品費 1,460 1,321

地代家賃 31,483 34,687

減価償却費 13,585 14,284

その他 52,926 68,050

販売費及び一般管理費合計 278,920 340,449

営業利益 43,820 74,330

営業外収益

受取利息 1,553 481

為替差益 179 －

助成金収入 － 675

その他 262 180

営業外収益合計 1,995 1,337

営業外費用

為替差損 － 1,272

雑損失 25 －

営業外費用合計 25 1,272

経常利益 45,790 74,395

特別利益

賞与引当金戻入額 91,734 －

特別利益合計 91,734 －

税引前四半期純利益 137,525 74,395

法人税、住民税及び事業税 12,608 28,858

法人税等調整額 48,247 8,261

法人税等合計 60,856 37,119

四半期純利益 76,669 37,275
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第３四半期累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 104,251 148,558

減価償却費 45,264 47,687

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 6,114

引当金の増減額（△は減少） △76,652 △96,684

受取利息 △13,475 △2,143

売上債権の増減額（△は増加） 272,297 35,600

たな卸資産の増減額（△は増加） △24,362 △439

仕入債務の増減額（△は減少） △95,819 △4,155

前払費用の増減額（△は増加） △15,202 △13,045

未払費用の増減額（△は減少） △6,400 10,178

未払消費税等の増減額（△は減少） △4,238 18,404

その他 40,621 29,108

小計 226,284 179,183

利息及び配当金の受取額 13,894 2,323

法人税等の支払額 △199,939 △109,024

営業活動によるキャッシュ・フロー 40,239 72,482

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △6,715 △4,938

無形固定資産の取得による支出 △51,282 △53,636

敷金及び保証金の回収による収入 30,225 2,350

敷金及び保証金の差入による支出 △30,000 △1,897

関係会社貸付けによる支出 △2,000,000 －

貸付金の回収による収入 2,000,000 －

投資有価証券の取得による支出 － △35,000

関係会社出資金の払込による支出 － △53,209

従業員に対する貸付けによる支出 － △2,020

従業員に対する貸付金の回収による収入 － 1,623

投資活動によるキャッシュ・フロー △57,773 △146,728

財務活動によるキャッシュ・フロー

株式の発行による収入 10,147 11,426

リース債務の返済による支出 △1,058 △1,058

配当金の支払額 △63,955 △64,640

財務活動によるキャッシュ・フロー △54,866 △54,272

現金及び現金同等物に係る換算差額 △2,748 △2,711

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △75,148 △131,230

現金及び現金同等物の期首残高 3,560,333 3,650,038

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 3,485,184

※
 3,518,808
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【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
 
 

当第３四半期累計期間
（自　平成22年４月１日 
 至　平成22年12月31日）

 会計処理基準に関する事項

の変更

資産除去債務に関する会計基準の適用

第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号

平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準

適用指針第21号　平成20年３月31日）を適用しております。

これにより、営業利益及び経常利益はそれぞれ1,006千円減少し、税引前四半期純利益

は7,121千円減少しております。

【簡便な会計処理】

当第３四半期累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年12月31日）

該当事項はありません。

【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

当第３四半期累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年12月31日）

該当事項はありません。

【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

当第３四半期会計期間末
（平成22年12月31日）

前事業年度末
（平成22年３月31日）

※　有形固定資産の減価償却累計額は、132,870千円であり

ます。

※　有形固定資産の減価償却累計額は、115,357千円であり

ます。

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

前第３四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照

表に掲記されている科目の金額との関係

　（平成21年12月31日現在）

現金及び預金勘定 3,485,184千円

現金及び現金同等物 3,485,184千円

　

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照

表に掲記されている科目の金額との関係

　（平成22年12月31日現在）

現金及び預金勘定 3,518,808千円

現金及び現金同等物 3,518,808千円

　

（株主資本等関係）

当第３四半期会計期間末（平成22年12月31日）及び当第３四半期累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年

12月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式　　　　　　　　　　26,084株

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式　　　　　　　　　　　　－株

３．新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。
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４．配当に関する事項

配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月24日

定時株主総会
普通株式 38,695 1,500平成22年３月31日平成22年６月25日利益剰余金

平成22年10月26日

取締役会
普通株式 26,084 1,000平成22年９月30日平成22年12月６日利益剰余金

（有価証券関係）

当第３四半期会計期間末（平成22年12月31日）

該当事項はありません。

（デリバティブ取引関係）

当第３四半期会計期間末（平成22年12月31日）

当社はデリバティブ取引を全く行っておりませんので、該当事項はありません。

（持分法損益等）

前第３四半期累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日）及び

前第３四半期会計期間（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）

当社には関連会社がありませんので、該当事項はありません。

当第３四半期累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年12月31日）及び

当第３四半期会計期間（自　平成22年10月１日　至　平成22年12月31日）

当社には関連会社がありませんので、該当事項はありません。

（ストック・オプション等関係）

当第３四半期会計期間（自　平成22年10月１日　至　平成22年12月31日）

該当事項はありません。

（企業結合等関係）

当第３四半期会計期間（自　平成22年10月１日　至　平成22年12月31日）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当第３四半期累計期間（自平成22年４月１日　至平成22年12月31日）及び当第３四半期会計期間（自平成22

年10月１日　至平成22年12月31日）

当社は、システム検証事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

（追加情報）

第１四半期会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成21年

３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号　平

成20年３月21日）を適用しております。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期会計期間末
（平成22年12月31日）

前事業年度末
（平成22年３月31日）

１株当たり純資産額 174,658.26円 １株当たり純資産額 176,234.84円

（注）１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第３四半期会計期間末
（平成22年12月31日）

前事業年度末
（平成22年３月31日）

純資産の部の合計額（千円） 4,555,786 4,546,330

普通株式に係る四半期末（期末）の純資産額

（千円）
4,555,786 4,546,330

差額の主な内訳（千円） － －

普通株式の発行済株式数（株） 26,084 25,797

普通株式の自己株式数（株） － －

１株当たり純資産額の算定に用いられた四半期末

（期末）の普通株式の数（株）
26,084 25,797

２．１株当たり四半期純利益金額等

第３四半期累計期間

前第３四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 1,601.68円

潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益金額
1,581.05円

１株当たり四半期純利益金額 2,404.59円

潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益金額
2,393.89円

（注）１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおり

であります。

 
前第３四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額         

四半期純利益（千円） 41,121 62,396

普通株主に帰属しない金額（千円）  － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 41,121 62,396

期中平均株式数（株） 25,674 25,949

         

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額         

四半期純利益調整額（千円） － －

普通株式増加数（株） 335 116

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前事業年度末から重要な変動があったものの

概要

－ －
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第３四半期会計期間

前第３四半期会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 2,972.94円

潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益金額
2,943.04円

１株当たり四半期純利益金額 1,429.07円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（注）１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおり

であります。

 
前第３四半期会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額         

四半期純利益（千円） 76,669 37,275

普通株主に帰属しない金額（千円）  － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 76,669 37,275

期中平均株式数（株） 25,789 26,084

         

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額         

四半期純利益調整額（千円）  － －

普通株式増加数（株） 262 －

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前事業年度末から重要な変動があったものの

概要

－ －

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

（リース取引関係）

当第３四半期会計期間（自　平成22年10月１日　至　平成22年12月31日）

該当事項はありません。

２【その他】

平成22年10月26日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

（イ）中間配当による配当金の総額・・・・・・・・・・・26,084千円

（ロ）１株当たりの金額・・・・・・・・・・・・・・・・1,000円

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日・・・・・・・平成22年12月６日

（注）平成22年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行っております。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年２月５日

株式会社ベリサーブ

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 古谷　伸太郎　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 菅田　裕之　　　印

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ベリサー

ブの平成21年４月１日から平成22年３月31日までの第９期事業年度の第３四半期会計期間（平成21年10月１日から平成21

年12月31日まで）及び第３四半期累計期間（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）に係る四半期財務諸表、すな

わち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この

四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明する

ことにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ベリサーブの平成21年12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第

３四半期会計期間及び第３四半期累計期間の経営成績並びに第３四半期累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表

示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成23年２月４日

株式会社ベリサーブ

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 古谷　伸太郎　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 菅田　裕之　　　印

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ベリサー

ブの平成22年４月１日から平成23年３月31日までの第10期事業年度の第３四半期会計期間（平成22年10月１日から平成22

年12月31日まで）及び第３四半期累計期間（平成22年４月１日から平成22年12月31日まで）に係る四半期財務諸表、すな

わち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この

四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明する

ことにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ベリサーブの平成22年12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第

３四半期会計期間及び第３四半期累計期間の経営成績並びに第３四半期累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表

示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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